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貴嶋孝太 1）　　柴山一仁 2）　　杉本和那美 3）　　森丘保典 4）　　岩崎領 5）　　前村公彦 6）　　金子公宏 7）

１) 大阪体育大学　　２)仙台大学　　３)弘前大学　　４）日本大学　　５)東京学芸大学大学院

６)筑波大学　　７)明治大学

公益財団法人日本陸上競技連盟

陸上競技研究紀要
第14巻,142-152,2018

Bulletin of Studies
in Athletics of JAAF

Vol.14,142-152,2018

1．はじめに

　女子 100m ハードル（以下，「100mH」とする）に

おいて，記録のいい選手ほどレース序盤から中盤に

かけて走速度が増加し，終盤にやや低下するパター

ンを示す．また，記録のいい選手はレース中の最高

走速度が高いこと，さらにその走速度をできるだ

け維持していることも報告されている（森田ほか，

1994；川上ほか，2004；杉浦ほか，2006，柴山ほか，

2010；杉本ほか，2012；貴嶋ほか，2016）．日本陸

連科学委員会では，公認競技会における女子 100mH

選手のレース分析を行っているが，本稿では 2018

年シーズンに国内外で開催された主要競技会におけ

る分析結果を提示し，競技パフォーマンスの評価お

よびトレーニングに応用できる資料を提供しようと

した．

2．方法

2-1．分析対象選手，および対象競技会

　分析の対象は，国内外の女子 100mH 選手のべ 58

名であった．対象選手たちが出場した以下の 7大会

を分析対象競技会とした．

①第 52 回織田幹雄記念国際陸上競技大会（4 月

29 日，広島広域・広島）

②第 5 回木南道孝記念陸上競技大会（5 月 6 日，

ヤンマースタジアム長居・大阪）

③セイコーゴールデングランプリ陸上 2018 大阪

（5 月 20 日，ヤンマースタジアム長居・大阪）

　④布勢スプリント 2018（6 月 3 日，布勢総合・鳥取）

⑤第 102 回日本陸上競技選手権大会（6 月 22 日

～ 24 日，維新百年記念・山口）

⑥第 17 回 U20 世界陸上競技選手権大会（7 月 10

日～ 15 日，タンペレ，フィンランド）

⑦第 73回国民体育大会（10月 7日・8日，福井県営・

福井）

2-2．測定方法，および分析項目

　レース分析のためのビデオ撮影は，観客席スタン

ドに設置した複数台のデジタルビデオカメラを用い

て行った（239.7fps）．スタートピストルの閃光を

映した後，各選手のハードリングの踏切脚とハード

リング後の最初の着地（以下，「タッチダウン」と

する）が確認できるよう，追従撮影した．

　撮影した映像を基に，スタートピストルの閃光か

らハードルの踏切，およびタッチダウンの時間を読

み取り，各測定区間に要した時間を求めた．ハード

ルにおける測定区間は以下のように定義した．すな

わち，アプローチとはスタートから 1台目のタッチ

ダウンまでとした．1-2 区間は 1 台目のタッチダウ

ンから 2 台目のタッチダウンまで，2-3 区間は 2 台

目のタッチダウンから 3 台目のタッチダウンとし

て，以降 9-10 区間まで同様に定義した．ランイン

は 10 台目のタッチダウンからフィニッシュまでと

した．各区間の平均疾走速度（以下，「走速度」と

する）は，各区間距離を区間の時間で除すことによ

り求めた．また，ハードリングタイムは，各ハード

リングの踏切脚が接地した瞬間からハードリング後

のリード脚が接地する瞬間までの時間とした．イン

ターバルランタイムは，タッチダウンから次のハー

ドリング踏切脚が接地する瞬間までの時間とした．

　相関分析はピアソンの積率相関分析を用い，有意

水準は 5% 未満とした．

3．結果と考察

　各レースにおけるタッチダウンタイム，区間タイ

ム，インターバルランタイム，ハードリングタイム，

および走速度の分析結果を表 1 から表 8 に示した．

また，各レースのアプローチとランインを除く区間
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の疾走速度の変化を図1から図8にそれぞれ示した．

　概ねどの選手もスタート後に走速度が高まり，

レース序盤から中盤にかけて最高走速度が出現し

た．最高走速度が出現した後，その速度が低下しな

がらフィニッシュするように変化した．

　各レース（国体の少年女子 Bを除く）のレース記

録と最高疾走速度との間に，有意な負の相関関係

（r=-0.917，p<0.01）を示した（図 9）．女子 100mH

のレース分析結果に関するこれまでの報告と同様

に，レース記録には自身がレース中に発揮できる最

高走速度が強く影響していることを示すものであ

る．

　本結果や貴嶋ほか（2016）が報告した回帰式，ま

た川上ほか（2004）が示したモデルタッチダウンタ

イムは，選手自身がターゲットとするレース記録に

対して，必要な最高疾走速度や目標となるタッチダ

ウンタイムを示してくれる可能性があり，トレーニ

ングにも応用できるのではないかと考える．
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図 1．疾走速度の変化（180429_ 織田記念　A決勝）

表 1．2018.04.29_ 織田記念 _女子 100mH A 決勝　レース分析結果
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図 2．疾走速度の変化（180506_ 木南杯　決勝）

表 2．2018.05.06_ 木南杯 _女子 100mH 決勝　レース分析結果
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図 3．疾走速度の変化（180520_GGP 大阪　決勝）

表 3．2018.05.20_GGP 大阪 _女子 100mH 決勝　レース分析結果
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図 4．疾走速度の変化（180603_ 布勢スプリント　A決勝）

表 4．2018.06.03_ 布勢スプリント _女子 100mH A 決勝　レース分析結果
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図 5．疾走速度の変化（180624_ 日本選手権　決勝）

表 5．2018.06.24_ 日本選手権 _女子 100mH 決勝　レース分析結果
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図 6．疾走速度の変化（180713-15_U20 世界選手権　決勝，準決勝）

表 6．2018.07.13-15_U20 世界選手権 _女子 100mH　レース分析結果
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図 7．疾走速度の変化（181007_ 国体少年女子 B　決勝）

表 7．2018.10.07_ 国体 _少年女子 B100mH 決勝　レース分析結果
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図 8．疾走速度の変化（181008_ 国体少年女子 A　決勝）

表 8．2018.10.08_ 国体 _少年女子 A100mH 決勝　レース分析結果
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図 9．レース記録と最高疾走速度との関係


